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1．はじめに 

我が国では，少子高齢化が他の先進国と比べて急激な

速度で進行しており，深刻な問題として指摘されている.

人口については 2005 年に，1899 年に統計を取り始めて

以来初めての自然減となり，2006 年に再び増加したが

2007 年には再び減少に転じ，それ以降の年間自然増加

数は減少し続けている 1)．2010 年の合計特殊出生率は

1.39 となり，2005 年の 1.26 から回復傾向ではあるもの

の，依然として低い水準のままである．そして，2010

年の総人口に占める 65 歳以上人口の割合（高齢化率）

は 23.1％となり，今後も増加を続ける見通しとなってい

る２)．この高齢化問題は医療・福祉をはじめ，雇用や居

住，ビジネス環境など，地域経済や社会情勢に大きな影

響を与えることが指摘されている．           

そこで本研究では，北海道の札幌市をケーススタディ

として今後のまちづくりの方向性を考察するために，

2010 年から 2040 年までのメッシュ別将来人口の推計を

行う．またクラスター分析により，将来的なメッシュ単

位の人口構成と建物年齢の変化を比較する. 

 

2．対象都市及び使用データ 

 本研究の分析対象である札幌市は,石狩平野の南西部

に位置する北海道最大の都市である.人口は 190 万人を

超え現在も増加し続けているが,高齢化も進行している. 

本研究では,H23 年度札幌市都市計画基礎調査データ,

及び総務省が公開している H22 年国勢調査人口基本集

計 3）を用いて分析を行った.都市計画基礎調査データに

は,414166 戸の建築物に関するデータや土地利用に関す

るデータが記載されている.国勢調査には,条・丁目・町

別・5 歳階級別年齢,男女別人口が記載されている.現況

として,図 1 に H22 年の年齢別人口数と建物数の示す. 

 

図-1 年齢別人口と建物年齢 

3．分析方法 

 本研究では,まず 500ｍメッシュ単位で建物・人口デ

ータの集計を行った.建物は 414166 戸のうち住宅種の

362261 戸を使用し,QGIS を使いメッシュ番号でタグ付

けを行った.人口は面積按分法により各メッシュに按分

し集計を行った. 

 次に，コーホート要因法を用いて札幌市におけるメ

ッシュ毎の将来人口の推計を行った．コーホート要因法

は,基準年次の男女別年齢人口を出発点とし,これに仮定

された男女年齢別生残率,男女年齢別社会純移動率,女子

の年齢別出生率及び出生性比を適用して将来人口を求め

る方法である. この手法を用いて，2010 年を基準に

2040 年までの 5 年刻みで推計した．コーホート要因法

の変数として,前節で作成したメッシュ毎の男女別・5

歳階級別人口データを用いる.各年次の生残率,純移動率

のパラメータは,国立社会保障・人口問題研究所が公開

している市町村別参考推計データ 4)を用いた. 

 

4．クラスター分析 

2010 年の高齢化率を基準にした高齢化率の変化と超

過率の変化を変数にして, 教師なしクラスタリングであ

る k-means 法を用いて,4 つのクラスターに分類した. 

メッシュ内の平均寿命を超えた住宅の割合を(1)式の超

過率と定義する.平均寿命は小松 5)が推計した数値を用

いた.表-1 に住宅種別の平均寿命を示す.また,住宅は寿

命による消失及び新規立地を考慮していないため,経年

的な変化のみを表す.QGIS でクラスターの分布を視覚化

した地図を図-2 に，各メッシュのグラフの重心の散布

図を図-3 に示す．各メッシュのグラフの重心座標 X,Y

は(2), (3)式で定義する. 

超過率=
𝑝ℎ𝑖+𝑅𝐶𝑎𝑝𝑖+𝑇𝑎𝑝𝑖

ℎ𝑖
× 100        (1) 

hi：メッシュ i の住宅総数 

phi：メッシュ i の平均寿命を超えた専用住宅数 

RCahi：メッシュ i の平均寿命を超えた RC 共同住宅数 

Tapi ：メッシュ i の平均寿命を超えた木構造共同住宅数 

X = (                )/𝑇           (2) 

 

 Y = (              )/T                (3) 

 

A:各メッシュのｊ年の超過率の変化 

B:各メッシュのｊ年の高齢化率の変化 

T: 2010 年を基準に 5 年刻みで 2040 年まで推計した期

数(計 6 期)  

 𝐵𝑗
𝑗∈𝐽

 

 𝐵𝑗
𝑗∈𝐽
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表-1. 住宅種別平均寿命 

住宅種類 平均寿命 

専用住宅 58.45 

RC 造共同住宅 45.40 

木構造共同住宅 42.91 

 

 

図-2 クラスターの空間分布 

 

図-3 各メッシュのグラフ重心 

 

5.クラスター分析結果 

 本章では，前章で分析を行った 4 つのクラスター毎の

結果について考察する． 

・クラスター1(赤) 

 クラスター1 の特徴は,高齢化率は 2010 年比で 1～2

割,超過率は 2 割前後増加しており,人・建物ともに高齢

化が進行している.図-1 より中心部から幅広く分布して

いる.郊外では手稲駅,澄川の自衛隊,北区の篠路周辺に

分布している. 

・クラスター2(青) 

 クラスター2 の特徴は,人口の高齢化は進んでいるが

建物は新しいものが多い.郊外のクラスター1 の周辺に

分布していることから,市街化区域の拡大により出来た

といえる.人口の高齢化だけが大幅に進行するメッシュ

もあるので,将来的には空き家の増加やブラウン・フィ

ールド化する可能性がある. 

・クラスター3(緑) 

 クラスター3 の特徴は,超過率が約 4 割以上のメッシ

ュで構成されており,これはメッシュ内の建物数,人口数

が少ないためである.分布をみると,手稲駅,篠路駅,清田

区には分布していないため,クラスター3 が分布してい

ない地域はある程度密度の高い開発が行われたと考えら

れる. 

・クラスター4(オレンジ) 

 クラスター4 の特徴は,札幌ドームや円山周辺に分布

している.高齢化率が低下しているメッシュもあり,居住

世代が混在しているといえる.建物については,超過率が

3 割と高くなるメッシュもあり,バラつきがみられた. 

 

6．まとめ 

 本研究の成果は,以下の点が挙げられる. 

1) 都市計画基礎調査データと条・丁目・町別・男女

別・年齢別人口データをメッシュで統合し,札幌市

の年齢別建物-人口の空間分布を明らかにした. 

2) コーホート要因法を用いて札幌市の将来人口推計

を行い,その空間分布を明らかにした. 

3) ある程度まとまってメッシュ人口や建物年齢が高

くなる地域を抽出できた. 

本研究では,3 章でも記したとおり新規建築物の立地

及び寿命を迎えた建物の消失を考慮していない．そのた

め，将来の人口年齢・建物年齢の分布図は何も施策を展

開しなかった場合の分布となる． 

 課題としては建物のコーホート分析を行い, 寿命によ

る消失や新規立地を考慮したシナリオ毎の分析を行う必

要がある.また,年齢データの分散を加味したカーネル密

度推定を行うことで,メッシュを構成する建物と人口の

年齢の混在度合いを評価できる. 
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